
高等学校古典古文分野において本文の内容を正確に理解する力を育成する指導の工夫

―既習事項の確認、活用及び定着を促す「学び合い」と個人の活動を通して―
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実 践 と 結 果

○「学び合い」活動により、単語や文脈の理解も深まり、文法力や語彙力の向上につながった。
○自らの力で現代語訳を試みる活動では、「学び合い」活動によって習得した事柄を生かすことで、正確
に現代語訳する力を育成することができた。
●「学び合い」活動では、全員による意見交流によって理解を深めるということが困難な場面があった。
●まとまった分量の現代語訳は難しいところもあったので、文脈や単語の正確な理解をさらに高める必
要がある。

成 果 と 課 題

目指す生徒像：古文の内容を正確に理解できる生徒

〈教師の願い〉

本文を自分の力で正
確に読んでほしい

〈生徒の現状〉
本文を自分の力で正確に読むことができない
○文法力・単語力の不足 ○根拠のない推測による読解
○既成の現代語訳への依存 等

※正確に理解するとは･･･
既習事項や辞書などを利用し、正確
な現代語訳を行うこと

自分の力で古文の現代語訳をすることができる
≪既習事項の定着≫

現代語訳を導き出す手順を説明することができる
≪既習事項の活用≫

重要な文法事項や古語等を指摘することができる
≪既習事項の確認≫

個人で、新たな文章の現代語
訳に取り組む。

現代語訳に必要な文法事項の
説明や動作主の確認をする。

教師が示した現代語に該当す
る古文単語や表現を指摘する。

①ペアでの学び合い ②グループでの学び合い ③個人での活動

互いに意見を出し合い、既習
事項を確認しながら解答を導き
出そうとしている様子が見られ
た。

活発に話し合いが進み、単語
の接続の仕方や活用形など、さ
まざまな角度から検討を加える
ことができた。また、異なった意
見が出た際に、解答の根拠を
考えながら正解を導こうとする
姿勢が見られた。

既習事項が良く定着し、自
分で正確に現代語訳でき
る生徒が増えた。

・学んだことを思
い出しながら答え
を出せた。
・互いに意見を出
し合って確認でき
たので良かった。

・ペアで話し合った時以上に
いろいろなことに気付けた。
・人に教えることで、自分の
理解が深まった。

・話し合いで確認し
たことを思い出しな
がら現代語訳できた。
・助動詞や助詞に注
意しながら丁寧に訳
すことができた。
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生徒アンケートより

ペア学習が有効と

感じた生徒

グループ学習が有
効だと感じた生徒

個人での現代語訳
で８割以上正解し
た生徒
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答案・アンケートより

○古典の学習に関心のある生徒は多いが、現代語訳を自分の力で行うことが苦手な生徒が多い。

○「平成２４年度県立学校教育指導の重点」では、日本の文化と伝統に対する関心や理解を深める指導の

ポイントとして「伝統的な言語文化に親しむ態度」を育て、「豊かな言語感覚を養う」ことを挙げている。

○「学び合い」活動を通して文法力・語彙力を向上させ、自らの力で本文の内容を正確に理解する力を身に付けてほしい。

②グループでの
学び合い

①ペアでの
学び合い

③個人での活動

主題設定の理由


